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楕円型の微分作要素（系）に於ける解の強一意接続性 (S.U.C.P)について考える. いまΩを
Rnの原点を含む開集合とし, p(x,D)を Ω上で定義された楕円型微分作要素（係数は C∞とす
る)とする. 今 p(x,D)が強一意接続性を持つことを次で定義する.

Definition 0.1. u ∈ C∞(Ω)が {
p(x,D)u(x) = 0 in Ω,

∂αu(0) = 0 ∀α

ならば, ある原点の近傍 V がとれて

u ≡ 0 in V

が成立するとき, p(x,D)は強一意接続性を持つという.

微分作要素が, 強一意接続性を持つためには, その微分作要素に強い仮定が必要なことが
S.Alihnacによる反例などから分かっており, 実際, そのような仮定の下では強一意接続性定
理が成り立つという結果が多く存在する. 一方, 近年微分作要素の係数がGevrey class に属す
れば, そのGevrey の指数によって強一意接続性をもつ微分作要素の仮定が弱めることができる
ことが, いくつかの微分作要素（系）に関しては分かってきた. 本講演では現状までに知られて
いる, Gevrey 係数を持つ楕円型作要素（および楕円型作要素系）の強一意接続性に関する結果
について, 講演者の結果も含めてお話したい, また, その証明の際必要となるCarleman 型の評
価に関しても説明しようと思う.
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